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はじめに

東西対立が終わった今，南北の格差を埋めることが次なる課題として浮上し

てきた。日本国憲法前文にも， ~われらは，……国際社会において，名誉ある

地位を占めたいと思う。……L、づれの国家も，自国のことのみに専念して他国

を無視しではならない……Jとある。今こそ国家聞の利害を越えて，地球益に

貢献できる人材の育成が急務になっている。

その意味で20世紀末は日本教育史の転換期である。にもかかわらずわが国の

教育は様々な面で行き詰まっている。つまり明治以来の西欧文明追随型教育で

は，もはや第三世界とのつながりにおいて国際化しようとする現代社会に十分

な対応ができなくなった。今後の日本の教育には開発教育とその視点の導入が

必要である O

本稿では，①わが国における開発教育の動向を明らかIこするとともに，②開

発教育の視点を教育現場にどの様に組み込んでいくかを模索する。さらに，③

開発教育を既存の教育に導入するための問題点を明らかにする。

1. 今なぜ開発教育なのか

開発教育 (DevelopmentEducation)とL、う言葉は，まだわが国では馴染

みが薄く，場合によっては，子供の能力開発と混同されるかも知れなL、。しか

し大きな視野に立って，今後の教育を考える時，不可欠な理論となるものであ
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るO 特にわが国で現在進行している国際化にどの様に対応し，かつ先進国の一

員として，今後日本が地球益にどこまで貢献できるかは，この開発教育の進め

方にかかっている。近年のわが国の教育が，とかく個人の利益・国益(自国の

みの利益)の追求にそのエネルギーを費やしてきた現状をみれば，今その反省、

から新たな価値観の教育が求められるのは，むしろ当然の現象と言えるだろう。

その意味で20世紀末を迎え，日本の教育は大きな転換期に入ったと考えられ

るO かつての人間の生き方の基本であった I正義JI公平」を尊重し「不正

義JI不公平」を許さないという態度は，残念ながら今の日本の子供達には見

られなくなって久しい。その原因は高度経済成長以後， ロッキード事件・リク

ルート汚職・証券疑獄・佐川問題・ゼネコン汚職・バルブ経済崩壊など一連の

マネーゲームにどっぷりと浸っている大人社会を見て，子供達が育って来たと

ころにある。 Iどんなに悪いことをしても見つからなければよL、J I他人をだ

ましてでもお金が儲ればよL、JI利益のためなら嘘をついてもかまわなし、」な

どの好ましくない道徳観・価値観を持った子供達が確実に増加している O

このような社会環境の中で育って来た子供達に対して，勤勉に正直に生きる

ことの大切さ，社会的な弱者に対する思いやりなどを説いても，なかなか理解

されなし、。それどころか学校教育では偏差値で輪切りにされ，受験競争に勝つ

ために知識の詰め込みが行われているのである。 I教育とは何なのかJ I何の

ための教育なのか」そして「教育は社会に対してどのように貢献すべきなの

か」といった原点に立ち返った議論をすること自体が，まるで滑稽であるかの

ような風潮が，教育現場には蔓延している。子供たちのみならず，教師も教育

の目的を失いつつあるのである。

しかし一歩海外に目を向ければ，このような先進国がある一方で，世界人口

の80%以上は開発途上国(第三世界〉の住民であり I絶対的な貧困」の中で

十分な教育すら受けられない人々も多L、。学校に行きたくても行けない子供達，

そして「生きる」という人権さえ保障されていない社会が現実に存在する O

今こそ社会正義から南北問題をもう一度とらえ直すべき時代が来たのである。

このような開発途上国への視点を抜きにした国際化・国際理解はあり得ない。

同じ地球上に住む人間として，無関心ではおれなし、。まして先進国として豊か
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さを独占享受してきた社会に住む一人の人間として「何ができるのか」を聞い

直す事は，大切なことである。けれども残念なことに，このような国境を越え

た共存・共生の発想は，今までの日本教育には全くと言って良いほど欠如して

L 、た視点である。

開発教育こそ疲弊・荒廃し，教育本来の姿を見失った現代の日本教育に，新

たなエネルギーを吹き込む理論だと筆者は考える。そして，開発教育の視点を

教育に取り入れて行くことは必ず全人類の幸福につながるのである。

2. 第三世界への「国際化」と開発教育

近年のわが国の園際化には目をみはるものがある。地方都市や農村部にも外

国人(特にアジア・ラテンアメリカなど，第三世界の人々〉の労働者流入がみ

られ，新たな時代の到来を象徴している。これらの変化は，江戸幕府末の開国

にも匹敵し「第2の開国」の感がする。教育が社会の要請と離れては存在でき

ない以上，これらの急速な変化に対応し，学校教育の分野でも国際化が唱えら

れるのは当然である。しかし，教育現場において議論が十分になされないまま，

国際化を安易に理解しているように思えてならない。

明治以降の日本の歴史に限定して考えれば，現在を除くと，過去3回の国際

化が進展した時期があった。そのいずれにも共通する点は国際化が流行した後

には，国粋主義が続くという点である。

第1は明治初期の鹿鳴館時代の国際化であり，その後には当時の西洋経験者

の中から国粋主義が現れて日清・日露戦争が起こる。第2は大正デモグラシ一

時代の国際化であり，その後には昭和の超国家主義的な国粋主義が強まり， 15 

年戦争(大東亜共栄圏の建設〉へと泥沼が始まる。第3は敗戦直後からしばら

くの国際化である。1) しかしこれも高度経済成長によって日本人が自信を回復

する頃から， 日本優位論的な国粋主義が進展した。そして東南アジアを中心

とした経済侵略が始まった。この3回の国際化は開発途上国であった時代の日

本に起きた現象で、ある。その根底を流れているのは福沢諭吉の「脱亜論」思想

であり，明治以来の国際化=西欧化(欧米化〕を意味していた。2) 悲しいこと
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に開園のカルチャーショック，黒船コンプレックスに由来する「西洋文明に対

する劣等感」と，その反発の「アジア諸国(広い意味で第三世界〉に対する優

越感」が明治以降の日本人を支配して来た。したがって欧米に目を向けた時代

には国際化が進み，アジアに日を向けた時代には国粋化が進んだ。言い換える

と，自国に「自信が持てない時代」には国際化が進展し，逆に「自信が持てた

時代」には国粋化が流行したといえる。

さて，現代80年代後半から進展してきた第4回目の国際化の波は，先進国と

なった日本が初めて経験するものであり，それまでの 3回とは性格が異なる。

もはや西洋文明を取り入れるための国際化ではなくなった。先進国日本として

むしろ欧米以外の地域，すなわちアジア・アフリカ・ラテンアメリカ・太平洋

諸国(いわゆる第三世界〉に目を向けた国際化の必要が迫られているのである。

そして何より先進国日本の世界への貢献が問われているのである O 当然の事で

あるが，今回の国際化では日本の立場は以前のようなアジアへの優越感とそれ

に伴った国粋主義的な考えは捨てなければならないだろう。 L、かなる事があろ

うとも国際化の後の国粋化という歴史を繰り返してはいけない。

教育分野でもその対応が迫られ，価値観の大きな転換期に突入したことは明

らかである。そのためには明治以来の西欧文明追随型の日本教育になかった新

しい理論の構築が必要となる。すなわち開発途上国(第三世界〉に目を向けた

国際化に適応するための新たな教育理論が必要なのである。そこで登場したの

が開発教育の視点である。

3. r国際化」に対応?した高校教育の変化

文部省編『わが国の文教施策・平成2年度』大蔵省印刷局 0990年2月〉で

述べられた，国際理解教育の推進を受けて，高等学校においてもいわゆる国際

化の波が押し寄せて来つつある。表1は筆者の勤務校で91年4月より設置され

た国際文化系(普通科〉のカリキュラムである。

地域研究・外国事情・映像・ LL演習等の新たな教科がみられるが，一見し

て分かることは英語の単位数が極端に多いことである。ここで筆者は英語教育
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表国際文化系カリキュラム(普通科〉
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を批判するつもりはないが，英語だけが国際化の主役と考えられている点には

不満がある。英語のみが外国語と思い込んでいる日本人がし、かに多いことか。

ある意味で日本人ほど英語にコンプレックスを持っている国民はいないのでは

ないかと思う。~あらゆる学問分野で国際化という名のもとに英語支配の一元

構造が進行し，非英語国民からことごとく母国語を奪っている。これこそ英語

帝国主義でなくて何であろうか」という意見もある。剖

ここまで言い切ることには抵抗があるが，いくら英語(あるいは現地語〉が

話ぜてもその国や地方の「地域・文化的背景」を学ばなければ相手を理解でき

ない。また同様に，自国の「地域・文化的背景」を知らなければ，いくら語学

力があっても相手に自分を十分に理解してもらえない。したがって外国語教育

と並行して「地域・文化的背景」を学ぶための教育にも，重点を置かなければ

ならなL、。そして，これに最もふさわしい教科は現時点では地理教育であると

筆者は考える。

現代の人類がかかえる全地球的課題=グローバノレ・イシューの見えて来る授

業，南北問題の社会構造が浮かびあがって来る授業展開には，語学のみではな

く地理の役割が極めて重要である。その意味からも新たな教科で、ある地域研究

や外国事情において，どれだけ開発教育的アプローチができるかがポイントに

なるだろう。現在の日本の教育に最も緊急に必要なのは，開発教育のグローパ

ルな視点で、あり，理論である。
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4. 国際理解教育の歴史

開発教育とは何かを考えるためには，国際理解教育の歴史を振り返っておく

必要がある。なぜなら，開発教育の誕生は国際理解教育の歴史的変遷と緊密な

関連があるからである。

1946年スタートした国際連合のくユネスコ憲章〉全文には~..・H・戦争は人

の心の中で生まれるものであるから人の心の中に平和の砦を築かなければなら

ない。相互の風習と生活を知らないことは，人類の歴史を通じて世界の諸人民

の聞に疑惑と不信を起こした共通の原因であり，この疑惑と不信のために，諸

人民の不一致があまりにもしばしば戦争となった……』とあるJ}

言うまでもなく20世紀は人類史上初めて2度にわたる世界大戦を経験した世

紀である。この理念のもとに第2次大戦後ユネスコは一貫して「国際理解のた

めの教育」を展開しようとしたが，その後の国際情勢の変化(大国の利害・第

三世界の台頭など)に伴って重点の置き方も微妙に変化し，この教育に対する

表2 ユネスコの国際理解に関する教育の呼称変化

①1947年~ 国際理解のための教育 Educationfor lnternatoinal Understanding 

②1950年~ 世界市民性教育 Educationin W ord Citizenship 

③1953年~ 世界共同社会に生活するための教育 Education for Living in a 

W orld Community 

④1955年~ 国際理解と国際協力のための教育 Education for lnternational 

Understanding and Cooperation 

⑤1960年~ 国際理解と平和のための教育 Educationfor lnternational Unde-

rstanding and Peace 

⑥1960年頃~国際協力と平和のための教育 Educationfor lnternational Coope-

ration and Peace 

⑦1974年~ 国際理解，国際教育及び国際平和のための教育並びに人権及び基本的

自由についての教育 Educationfor lnternational Understanding， 

Cooperation and Peace and Education relating to Human Rights 

and Fundemental Freedoms. 

③1994年~ 平和，人権，民主主義および草健豆提主開票のための教育Education
(案) for Peace， Human Rights， Democracy and Sustainable Devel-

opment. 
~~一一
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呼称はしばしば変更された。(表2)

1945年の敗戦，連合国による占領， 1951年に独立，そして1956年にようやく

国連への加盟が許されたわが国で1土，これらの教育理念を安易に国際理解教育

と総称している。しかし，教育理念、の歴史的変遷が十分に議論・検討されない

まま，簡単に「用語」としてのみ受け入れてしまうのでは，不安が残る。教育

現場において，十分な理念の体系化が必要である。特に技種・教科を間わず直

接児童・生徒に接する国際理解教育の担当者が Lっかりと教育理念について.

国連をはじめとする世界全体の大きな歴史の流れの中で、把握しておくことが必

要となる。なぜ、なら共通理解に立った教育理念で、ないとその本質を見失ってし

まうことになるからである。しかしながら，教師がきちんと事前学習・研修・

教材研究をしないで(大学においても教員養成課程で何も学ばず)不十分な状

態のままで，いわゆる国際理解教育を担当している(させられている〉例が多

い。これは非常に残念なことである。

1974年ユネスコ総会において加盟国は， r国際理解，国際協力および国際平
和のための教育，並びに人権及び基本的自由についての教育に関する勧告」

(略称『教育勧告j])を採択した。これは従来さまざまに議論されてきた国際

理解のための教育について総括する意味がある。上記表2⑦の「国際理解，国

際協力および国際平和のための教育，ならびに人権および基本的自由について

の教育」というのがその正式名称であり，略して『国際教育』とも呼ばれ今日

に至っている。したがって，現在わが国で、最も頻繁に用いられる『国際理解教

育』なる用語は，狭い意味では上記④1955年~の「国際理解と国際平和のため

の教育」をさして来た。そして今日では，広い意味で上述の⑦『国際教育』と

とらえるのが一般的である。

最も新しい名称は⑧「平和，人権，民主主義および持続可能な開発のための

教育」である。ただしこれはユネスコ総会において承認されたものではなく，

1994年3月にマニラで開催されたアジア太平洋地域会議の段階(総会の前段階

の案〕のものである O ここには開発教育の目指す「開発=development Jの

視点が初めて含まれている O しかもそれは， r持続可能な開発J= sustainable 

developmentで、なければならないとされている，)
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5. 国際理解教育から開発教育へ

前述ユネスコ了教育勧告11 (1974)には，国際教育の指導原則が表3のよう

に示されている。この中で特に注目されるのは⑦で r諸問題の解決に参加す
る用意を持つこと」の部分である。これは単なる知識としての理解ではなく，

表3 ユネスコ『教育勧告』の指導原則

①，全ての段階および形態の教育に国際的側面と世界的視点 (globalperspective) 

を持たせること。

②，全ての民族・その文化・文明・価値および生活様式(国内の民族文化および他

国民の文化を含む〕に対する理解と尊重。

③，諸民族および諸国民の問に世界的な相互依存関係 (globalinterdependance) 

が増大していることの認識。

④，他の人々と交信する能力。

⑤，権利を知るだけでなく，個人・社会集団および国家にはそれぞれ相互に負うべ

き義務があることを知ること。

⑤，国際的な連帯および協力についての理解。

⑦，一人ひとりが自分の属する社会・国家および世界全体の諸問題の解決に参加す

る用意を持つこと。(註(6)より引用，一部加筆〉

表4 ユネスコ『教育勧告』の取り扱うべき諸問題

①，諸民族の権利の平等と民族自決権。

②，平和の維持。諸種の様式の戦争とその原因および結果。軍備縮小。軍事目的の

ための科学と技術の使用を禁止すべきこと，および平和と進歩のため科学と技

術を使用すべきこと。国家関の経済的，文化的および政治的関係の性質と効

果，並びにこれらの関係のため特に平和維持のための国際法の重要性。

③，難民の権利を含む人権の行使と遵守を確保する措置。人種主義とその根絶。種

々の形態の差別に対する戦い。

④，経済成長・社会開発およびこの両者の社会正義に対する関係。植民地主義と非

植民地化。開発途上にある国への援助の方法と手段。文盲根絶の戦い。病気と

飢餓の防止運動。生活の質の改善および健康の水準を可能な限り高めるための

戦い。人口増加およびこれに関する諸問題。

⑤，天然資源の利用・管理および保存。環境汚染。

⑥，人類の文化遺産の保存。

⑦，前記の諸問題の解決のための努力についての国際連合組織の役割と活動方法，

ならびにその活動の強化および促進の可能性。(註(7)より引用，一部加筆)
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より積極的な「参加」の必要性をあげている点が評価できる。 r知識理解」か
ら「参加」へと国際教育の流れが変化して来たことを示している。

図国際理解の構造

-----¥¥、
Idea 

‘ (理念)

Practice 

(実践)

Issue 

(問題〉

Mearis 

‘ 
地域文化の学習、外国語学習

(手段) (地理・歴史・日本文化など)

Base .-. 正しい『人権』への認識
(土台)

く図の説明〉

. Base (土台〉正しい『人権』への認識がないところに，対等・公平な国際交流・理解はあり

えない。従来の人権学習・同和学習の延長に，グローパノレな教材・視点を取り入れることによ

り，内容を充実させるム夫が大切である。

. Means (手段〕公立・私立を問わず現在高校では「国際コース」開設が花盛りである。 AET

の数も増え「英語」を中心とした外国語教育に関心が高まっている。しかしいくら外国語が話せ

たとしても，その地域の「地域・文化的背景」を学ばなければ相手を正しく理解したことにはな

らない。また同様に自国の「地域・文化的背景」を知り，相手に伝えることなくして自分を十分

に理解してもらえないのである。

相手の「背景」を知るだけでなく，自分の「背景」を正しく理解しておくことが大切になる。

その際当然のことであるが，単なる「異」文化理解ではなく，自分たちと異なるものを受け入れ

ようとする態度，つまり文化に上下・優劣のないことを共通の前提に学習を展開する。

. Issue (問題)従来の「平和教育」・「開発教育」・「環境教育」を3本の柱として，現代社会の

かかえる地球規模の課題 (globalissue)を明らかにL，その解決に積極的に参加・行動し上う

という地球市民を育てる。

. Practice (実践 Bace，Means， Issueのそれそ・れの段階で獲得した知識・技術を用いて地

球規模の課題の解決をめざして「国際理解」を交流・協力などを通して実践する。この体験によ

り生じた新たな課題も同時にして行く。

. Idea (理念〉国際理解教育の最終的な目的である「人類益」が実現される社会を築いて行くた

めには， I情報JIもの」だけでなく，文化的・人的な交流を深めることが大切となる。また国

際貢献の分野でも， ODAに代表されるような，大企業優先「国益」のための援助ではな<，人

道的にも評価される貢献が出来る体制が今の日本には必要である。
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また同じ『教育勧告』には，教育で取り扱うべき諸問題として表4の項目が

記されている。ここでも単なる知識的な理解を最終目的とするのではなく，⑦

に『その活動の強化および促進の可能性』とあるように，人類が直面している

諸問題解決に向けて積極的な活動参加が重要視されている O

つまり，指導原則としては，世界的視点 (globalperspective)に立って世

界的相互依存関係 (globalinterdependancめを，多文化理解の視点から築

いて行くことが，強調されている。また取り扱うべき問題としては「人権」を

土台として r平和」・「開発」・「環境」の諸問題があげられている。これは筆
者の考える国際理解の構造(図1)でまとめて説明できる O

「相互依存Jr宇宙船地球号Jrボーダーレス」等，同じ地球に「共存Jr共
生」する新たな価値観を持った国際人(地球市民〕を育てることが，今後の教

育が担わなければならない大きな課題である。とりわけ南北問題の早急な解決

に向けて，先進国日本の役割・責任が，重大となっている。これらの要望に応

えるべき人材の育成こそが，開発教育の究極の目的なのである O

国際教育・国際理解教育は第2次大戦後の大国の利害，中でも東西2大陣営

の対立「冷戦構造」の影響を強く受け，教育理念を展開するものであった。し

かし，冷戦構造が終需を迎えた今日，東西問題に変わって，南北問題の解決が

全人類の最大かつ緊急の課題となった。残念ではあるが大国の利害関係で展開

されて来た国際教育・国際理解教育だけでは，もはや南北問題の解決への解答

は得られそうになし、。つまり従来の国際教育・国際理解教育はその役割を終え

ようとしている。開発教育はこのようなポスト冷戦時代，新経済秩序時代の要

望に応える新たな教育理論なのである。

6. 開発教育の動向

開発教育 (developmenteducation)とL、う用語が公式に使用されたのは，

70年10月にスウェーデンのベルゲンダ、ルで開催されたユネスコのFAO主催の

「学校教育における開発教育ワーク・ショップ」が最初である 08)

表5は欧米と日本の「開発教育」をめぐる動きをまとめたものである。これ
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開発教育をめぐるおもな動向
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をみると， 1959年12月から60年1月ユネスコがパキスタンのカラチで開催した

「初等義務教育に関するアジア地域ユネスコ加盟国代表者会議」で採択した

「カラチ・プラン」引 が契機となり先進国が初めて途上国の教育に関心を示す

ようになった。翌年61年には「第1次国連開発の10年」がスタートした。欧米

ではこれらに連動して開発教育の機運が一挙に高まったことがわかる O

日本では70年代末から80年代に入りようやく開発教育の用語が使用されるよ

うになった。けれどもまだ一般的にはなじみが薄い。 82年に開発教育協議会が

結成され，学校のみならず社会教育やNGOも含めて教育経験の活発な交流が

なされている。また関西で、は関西国際協力協議会が87年に結成され I関西N

GO大学」や「開発教育推進セミナー」が開催されている。そのステーション

でもある関西セミナーハウスには，内外の開発教育関係の文献や雑誌・テキス

ト類が収集され，貴重な資料・情報交換の場となっている。

けれどもこのような努力にもかかわらず，管理教育が強まり受験中心(偏差

値を上げるため〕の知育のみを依然として追求せざるを得ない日本の教育現場

においては，開発教育の前途は多難であると言わざるを得なし、。個人的に実践

する教師も出現しつつあるが 10) その内容は政治ぬきの異文化理解にとどまる

ことが多し、。加えて『政治的・経済的な内容には，深入りしないこと1勺と新

学習指導要領では釘を刺され，先進国の仲間入りをしたはずのわが国の教育に

は，時代の流れと逆行しているところさえある。

開発教育がわが国で定着しないのはなぜだろう。その第1の理由は開発教育

には従来の国際理解教育や異文化理解教育とは異なる新たな概念が含まれてい

る12)ため，十分にその理論が広まっていなし、からである。第2の理由は途上国

の状況を詳細に学習していけば，一部日本企業による環境破壊・公害輸出，さ

らにODAの矛盾等が暴露されてくる。これを突き詰めていけば，政府の責任

が言及されることになる。また意識変革・社会変革を唱える開発教育は，保守

的な文部省を始め日本社会にはなじみにくい側面があるといえる。

表5からもわかるように， '60年代後半から積極的に開発教育を評価し， カ

リキュラムの改編などが実施されて来た欧米の国々と比較すれぽ，残念ながら

わが国には約10年の遅れがあるといわざるをえない。特に開発教育の理論を研
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修する教師の養成システムや，教材開発・カリキュラムの検討などの分野で早

急な対応が望まれる。

7. i開発developmentJの意味を検討する

20世紀後半において 1developmentjほど世界の人々の期待を担ってきなが

ら， 今日地球上の様々な地で混乱を招いている表現はない。川 Development

を日本語で「開発」と訳すか，それとも「発展」と訳すべきか，あるいはそれ

以外に含まれる意味をどのように表現するかは，大きな問題である。

官公庁ですら「開発」と「発展」の統ーができていなし、。例えば developing

<:ountries は，外務省の ~ODA白書』では「開発途上国j，通産省、の『経済

協力白書』では「発展途上国j，経済企画庁の『経済白書』で、は，開発も発展も

なしの単なる「途上国」としている oH) また文部省・教科書関係では「発展途

上国」が使用され，統一されていない。このことは政府が，途上国(第三世界〉

への対応に十分な配慮を怠っていることを顕著に表している。

さらにわが国では一般的に「開発」とL、う意味を「経済開発」とのみにとら

えがちである。しかし，英語の developmentには意味の広がりがある O した

がって， development educationを単純に開発教育と訳しただけでは，正確

なニュアンスが伝わらない危険性がある。このことを念頭に置いて，開発教育

を考えることが大切となる。

他国ではどうであろうか。例えばタンザニアのニエレレ前大統領は 1開発

= developmentjの意味を『……開発とは，あらゆる人々が平等の権利と等し

か機会を持ち，不正を被ることなく，搾取せず，また搾取されもせず，隣人同

士が平和に生きられるような，そして個人が賢沢な生活をする以前に，徐々に

ではあっても確実に皆が基本的な生活水準を高めていけるようなそういう社会

を建設することだ。』と説明している。151

また開発内容もその対象によって微妙にニュアンスが異なる。筆者は次の3

つに開発の対象を分類した。

f①個人レベルの developmenti 
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(②跡ベルの devel…tI 
③地球レベルの development)

個人レベルの開発は，生存権や教育権など基本的な人権の獲得により，個人

個人が自己を実現して行けることである。

国家レベルの開発は，いわゆる「経済開発」であり r経済的に豊かな社会
ニ国家」の実現を意味する。したがって国家レベルの開発を追求すれば，富は

平等に分配されず，南北問題はより深刻化してしまう。 1962年国連が打ち出し

た「第1次開発の10年(196ト70)Jが挫折した要因も国家レベルの開発に固執

したためで、ある。16) 地球レベルの開発は，一国の国益にとらわれない地球益の

追求と実現が目的である。南北問題や環境問題の解決には，国家レベルの開発

を越えた地球レベルの開発が必要となる。そして環境と開発の共生が可能な

「永続的発展 sustainabledevolopmentJが理想である017)

言うまでもなく，これまでの人類の歴史は国家レベルの開発の歴史で、あった白

20世紀に起きた2度の世界大戦の悲劇は，国家レベルの開発が最終的に誰のプ

ラスにもならないことを証明するものである。つまり国家レベルの開発は個人

や地球レベルの開発に結びつかなし、。したがって，開発教育が対象とするのは

国家レベルの開発ではなく，個人レベルの開発である。そして，個人レベルの

開発を追求することが，最終的には地球レベルの開発に集約されていくのであ

る。

それでは一体個人レベルの開発とは何を意味するのであろうか。図2: A→ 

envelop (e) 

困難の壁

悪条件が

閉じ込める

(おおい，囲み)
包む.封筒/

図2 個人レベルの「開発」の意味

c 穴ノ← ~'只ー :3電
広 r .，.，..ハア。，卦住

、47t.，b'
吟 Ji¥

de + envelop 

develop 

いままで見えなかったものや
はっきりしなかったものが，
だんだん明確になる。(現像)
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B→Cに示すように個人の開発とは，個人(人権)の自己実現が可能となる状

態にまで developmentすることである。これは developの語源を考えれば

容易に理解できる。つまり de+envelopがそれであり， envelopには「おお

うJ IつつむJ I封筒」などの意味がある。

途上国に生活する人々の多くが図2: Aの段階にある。具体的には，絶対的

貧困・非識字・劣悪な衛生状態(地域保健)などの困難な壁に「おおいつつま

れ」自己実現ができなし、。この困難な壁を打ち破ることが開発教育でし、う開発

なのである。18)

筆者は開発教育を一つの歴史的運動ととらえたい。そしてこの教育運動の出

発点は，パウロ・フロイレが指摘するように，人間自身に存在する o rしかし，
人聞は世界と離れ，現実と離れて存在するわけでないので，運動もまた人間と

世界の関係から始まらなければならなし、。したがって出発点は，常にこの場所

この瞬間に， 人間とともになければならない。~1.) ゆえに開発教育の対象は人

間であり I開発」の対象も人間なのである。

例えば被抑圧を受けてきた人々が，識字教育を受けることをきっかけとして，

自らの権利に目覚める等は開発教育の実践例である。

また先進国の住民が，途上国の現状を学ぶことにより，これまで世界の富を

独占してきたことを反省L，過剰開発を改めようと行動(市民運動)を開始す

ることも開発教育の例である。

とりわけ南北問題の発生するような社会構造・不正義の存在を見抜き，国家

益を追求するのではなく地球益の実現へと，自らの生活態度や社会構造を変革

しようと行動する CNGO活動や，ボランティアに参加する〉人材を育成する

ことも，開発教育の目標である。人間一人ひとりを「地球市民」に develo-

pmentして行くことが，開発教育の究極の目的なのである。

8. 開発教育の定義

開発教育の定義や目標は表6のようにまとめられているが，細部については

現在なおさまざまな議論があるところである。また実践的定義・アプローチの
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表6-1 開発教育の定義・目標

-国際連合合同情報委員会 1975年

開発教育の目標は，人々が自らが属する社会，国家そして世界全体の開発に参加

できるようにすることである。参加のためには，社会的・経済的・政治的な諸問題

の理解に基づいて，地域の・国家の・そして世界全体の状況をはっきり認識して行

かなければならない。開発教育は工業国と発展途上国それぞれにおける人権・人間

の尊厳・自立・社会正義の問題と結び付いている。低開発の原因や開発の意味する

ものへの理解の促進，そして新経済社会秩序の研究方法とも関連している。

-イギリス開発教育諮問委員会 1977年

我々は開発教育という用語を，世界的な社会・経済・政治の諸条件，特に低開発

に関連し，低開発の原因となっている諸条件についての理解を深めていく思考と行

動の課程を描くために使用する。その目的は改善のための行動へのかかわりを広げ

て行くことにある。

-開発教育協議会(日本〉 1982年

これから21世紀にかけて急速な克服を必要としている人類社会共通な課題，つま

り低開発について，その様相と原因を理解し，地球社会構成国の相互依存性につい

ての認識を深め，開発を進めてし、こうとする多くの努力や試みを知り，そして開発

のために積極的に参加しようとLづ態度を養うことをねらいとする学校内外の教育

活動。

(1988年8月初日開発教育全国研究集会資料より)

表6← 2

・イギリス開発教育協会パンフレグト 1993年10月

開発教育は「北」と「南」の関係を開拓する過程であり，より一般的には私たち

自身の生活と世界全体の人々の生活とを結ぶ過程である。それはまた私たちの地球

規模の相互依存性を認識し現在起こりつつある変化すなわち「北」に求められる

態度と価値の変化に関わるものである。

開発教育は，南の人々を慈善的な支援を持っている無力な犠牲者として見るので

はなく，開発の過程に携わる同等なパートナーとして，私たちが多くを学ぶことが

できるパートナーとして認識することに関するものである。

開発教育は新たな生活の方法を見出し，将来の新しい選択肢を開拓することに関

わる。それは人々が自らの生活を自らがコントロールでき，情報がある中で選択で

きるような技能と知識を開発するための教育である。それは参加，効果的な行動，

そして永続する変化に関わる教育である。

田中治彦著『南北問題と開発教育』亜紀書房(1994)pp. 122-123より

対象としては表7の5つのポイントをあげることができるだろう。

これらをまとめれば，地球規模のさまざまな問題・グローバル=イシューの
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表7 実践的定義・アプローチ

①発展途上国の総合的(政治経済的側面だけでなく〉理解・学習。

②身近なところにある南北問題(人権問題・環境汚染・消費生活など〉の学習。

③低開発あるいは南北問題の諸様相(人権・平和・暴力・貧困・飢餓・人口爆発・

環境汚染・疾病あるいは保健衛生・都市のスラム化・地球の砂漠化・文盲・失業

・産業貿易構造・経済発展の格差・累積責務・植民地主義・開発協力など〉とそ

の原因の学習。

④これらの南北問題を克服するための努力についての学習や方策についての研究。

⑤南北問題克服に参加する態度の養成とその行動化。

(1988年8月20日開発教育全国研究集会資料より)

根底にある南北問題を常にその中心に置きながら行われるのが開発教育で，

『先進国の国民の一人ひとりの基本的なものの考え方，行動にまで至り，自ら

の生活にまで反映させられた幅広い教育活動~20) と表現できるだろう。

また『開発教育とは，北の先進工業国で世界の開発問題に人々の関心を高め

る教育です。世界の20%の人々が80%の宮を手にして，一方で飽食があり，他

方で飢餓があるとL寸先進国と途上国の経済的不平等はなぜ起こるのか。つま

り南北問題についての理解を深め，そのような不公平を変えるために行動を起

こすことです。なぜなら，北の過剰開発も南の低開発もともに誤った開発であ

り，あるべき開発をめざすことは地球的な課題です。だから地球的に考えて地

域で行動する必要があります。』 というジーン・ピッカーズの発言が本質を端

的に述べているといえる021)

南の人々の貧困の原因の多くは，北の過剰開発にあることは否定できない。

ゆえにこのような「壁」の原因は，途上国のみでなく先進国にも存在する。先

進国に住み過剰に開発された社会において，豊かさを独占してきた北の人々に

も，別の意味で「適正な開発」に近づけるための開発教育が必要なのである。

豊かな繁栄を享受する先進国の影には，植民地以来の犠牲や資源供給地と化し

た途上国が現実に存在する。しかも「豊さ」と「貧しさ」の格差は縮まるどこ

ろか，むしろ拡大しているのが現状なのである。同じ地球の住人として無関心

でし、ることは許されない。
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9. 第三世界が欠如する日本人の世界観

国際理解教育・開発教育などの学習を進めていくためには教師と生徒の双方

の r正しい世界認識(空間認識および歴史認識)Jが前提221 となるのは当然
である。

例えば，図3は高校生・大学生・社会人の頭の中の世界地図 (mentalmap) 

の例であるが，残念ながら満足の行くような世界地図が描けない。231

国際理解の第一歩は世界地図から始まると言われる。まして，南北問題の社

会構造を取り上げ，開発教育を進めようとする時，最低限の知識として世界地

図を用いた考察がで、きないのでは，致命的である。筆者の経験では図3にあげ

た例のように第三世界特にアジア・アフリカ地域(途上国地域)に対するイメ

ージがまるでない生徒が多い。逆に日本とは遠いヨーロッパやアメリカへの関

心が高いことが現れている。したがって，これから開発教育を取り入れ，南北

問題について学習しようとしても，第三世界への認識が乏しい大部分の日本人

にとっては，大変な困難が予想されるだろう。ゆえに教育の中へ開発教育の視

図3 日本人の世界地図認識(メンタルマップ〕の例

高校2年女子

Cエコ

高校3年男子

〉

日

本

(
 カナダ

大学2年男子 社会人48歳女子
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点を取り入れる第一歩は，第三世界への正しい認識をまず育てることから始め

なければならない。これは何も地理教育分野に限られたことではなし、。明治以

来の日本の教育には I第三世界への視点が欠落していた」ことを今こそ反省

しなければならないのである。

10. ドイツとスイスにおける開発教育の実践

筆者は前述の開発教育推進セミナーのメンバーとして， ドイツ・スイスの開

発教育の現状を視察した(1990年3月)。短期間であったにもかかわらず，この

体験は衝撃的であった。学校教育だけでなく社会人教育・ NGOや家庭教育に

まで「開発教育」は浸透し，理解の次の段階である「行動」がみられた。ロー

ルプレイやシュミレーションゲームの教材化，また独自のパンフレットや教材

の開発も多L、。さらに「第三世界ショップ」やゴミの再生を考えた収集など，

さまざまな実践が行われていた。2<)

具体的なことは別の機会にゆずるが，ヨーロッバの開発教育にふれるとき，

その背後には常にキリスト教精神文化をバックにもつ「ヨーロッパ文化の伝

統」がみえ隠れしていた。(途上国への無関心=罪悪で‘あり I豊かさは一部

が独占してはいけないJ) このような宗教に基づく発想・道徳感が人々の生活

に表れていた。

日本人と比較して， ドイツ人の生活は基本的に質素であり決して賛沢ではな

いように，思えた。開発教育が先進国として成熟した地域，北欧やカナダ・オー

ストラリア・ニュージーランドで芽生えてきた要因もここにあるのではないだ

ろうか。自分たちの豊かさだけで満足するのではなく，常に地球的視野に立ち

豊かさの公平な分配を考麗しようとしているのである。本当の豊かさとは何な

のか w......豊かさに夢中になった日本人……~25) には残念であるがこの感覚

は乏しいのではないだろうか。

L 、し、かえれば日本社会全体の途上国への意識は，まだ先進国としては未成熟

なのかもしれなし、。いずれにせよ全てのことを「お金」で考え，経済原則のみ

で動いている日本人社会は，教育の分野も含めて反省を迫られているのである。
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日本が本当の先進国と呼ばれるためにも，今こそ途上国に対する意識や価値

観の変革が必要なのである。その意味においても，第三世界の現状を正確に伝

え，南北問題の要因の多くが先進国側にあることを認め，この社会構造の矛盾

を考える機会が不可欠となるだろう。開発教育は途上国の開発や援助のあり方

のみを取り扱うのではなし、。先進国に住み，何の疑問も抱かずに「豊かさ」を

満喫している人々こそ，その対象としているのである。したがって学校教育の

みならず，社会教育の全てを含め，生涯教育の視点から開発教育が考えられる

のはむしろ当然である。

11. 開発教育の今後の課題(定着のために)

(1) 教師側からみた課題

開発教育とは一体何なのか，そして何をめざすのか? 教育行政担当者・教

師の中にも分からない者が多L、。しかしこれは当然のことである。教員養成の

大学ですら開発教育の講座が開講されていることは極めて少ない。叩少なくと

も新たな教育について考え，将来実施して行こうと言うのなら，長期的な準備

・計画・展望で臨むことが先決であり，教師の養成・研修を含め，じっくりと

腰を据えて取り組むことが大切となる。同時に内容・カリキュラム編成におい

ては，児童・生徒の発達段階を考慮し，校種を越えた教育の交流・展開が必要

になる。

したがって，わが国でこれまで国際理解教育・開発教育に積極的に取り組み，

ある程度の成果をあげてきたのは，私立学校である。独自のカリキュラム編成

が困難で、あり，教師の転勤もある公立学校においては，長期的な展望・計画か

ら開発教育を論じること自体に無理がある。そしていよいよ実際に，誰が担当

し実施するのかという段階になると，どうしても消極的にならざるを得ない。

結局一部の担当教師のみに負担がかかることになる。余分な仕事(受験に関係

ないような〕には，できるだけかかわらないで済まそうというのが現場教員の

本音なのである。言い換えれば「開発教育の導入は入試準備主義が根強く支配

する現在の日本の教育界への新しい挑戦であるばかりでなく，日本の社会全体
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が信じてきた経済至上主義的な価値観への挑戦でもある。~27) と言えるだろう。

にもかかわらず Iなぜ今，開発教育なのか」そして「どのように実施する

のか」とし寸根本的な議論・共通理解が，現場において何もなされない点に問

題がある。

(2)教育行政から見た課題

国際理解においては， I人権意識」が最も大切となる(前述図 1参照)01948 

表8 国連が中心になって作成した人権に

関する条約

(0印は日本が批准したもの〉

=アジア・太平洋人権情報センター調べ

01 国際人権規約(社会権規約〉

02 庁 (自由権規約〕

3 自由権規約第一選択議定書(個人通報〕

4 グ 第二選択議定書(死刑廃止)

5 人種差別撤廃条約

6 アパルトへイト条約

7 スポーツ反アパノレトヘイト条約

8 ジェノサイド集団殺害防止条約

9 戦争犯罪時効不適用条約

010 子どもの権利条約

011 女性差別撤廃条約
012 女性参政権条約

13 既婚女性の国籍に関する条約

14 婚姻の同意、・最低年齢・登録条約

15 拷問等禁止条約

16奴隷条約

17 奴隷条約改訂議定書

18 奴隷条約の改正条約

19 奴隷制度廃止補足条約

020 人身売買禁止条約

21 無国籍の消滅に関する条約

22 無国籍者の地位に関する条約

Oぉ難民条約
024 難民議定書

25 移住労働者の権利保護の条約

毎日新聞1995.1.4(夕刊)より

年の第3回国連総会で採択され

た『世界人権宣言』以後，この

宣言に関連して数多くの条約・

規約が作られて来た(現在25)。

しかしながら， 1956年にようや

く国連加盟が許されたわが国は，

これら25の人権に関する条約・

規約の中で，最近94年4月24日

に批准された子どもの権利条約

を含めても，わずかに8つしか

批准していない。(表8参照)

信じられないことであるが，

その中で最も重要とされる『あ

らゆる形態の人種差別の撤廃に

関する国際条約~ (略称「人種

差別撤廃条約J) を， 現在もな

お日本政府は認めていないので

あり，ある意味では無視し続け

ているのである。28)

このような政府の無責任な対

応では，いくら立派な教育理念

を掲げ，今日の国際化に適応で

きるような開発教育を実現しょ
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うとしても，残念ではあるがそのための環境条件には厳しいものがある。これ

は歴史も古く，実践の蓄積も多いはずの人権問題学習・同和問題学習が，今な

お多くの課題を抱えていることからも明らかである O 明治以来の『人権」より

『国益』を優先してきた政府の体質が，教育にも反映しているのであり，日本

政府がこの体質を根本的に改めない限り事態は何も進展しない。 PKOをはじ

め，一方では国連への協力を主張し，国際貢献・教育の国際化を唱える政府と

してはあまりにもお粗末な姿勢である。「経済先進国」ではあるが， I人権途上

国」の汚名を返上することが，早急に克服すべき課題なのである。

おわりに

①「開発」は途上国だけでなく，先進国でも必要である。なぜなら遠い国々

と連帯ができても，圏内に第三世界への差別や偏見があるのでは矛盾するから

である。したがって開発教育は人権教育にも結び付くのである。世界の富やお

金，政治権力が集まる先進国でこそ開発教育は行われなければいけなし、。ゆえ

に経済大国となり，世界の動向に大きな影響を及ぼす可能性のある日本に，開

発教育が迫られている意義は重大である。

そして忘れてはいけないことは，いくらODA額が世界ーに増え援助募金が

集まったとしても，現在の社会構造の問題が残る限り，南北問題の根本的な解

決策とはならないのである。つまり南北問題やさまざまなグローパル・イシュ

ーの解決にとって，先進国の住民の意識改革こそ最も重要なのである O

②経済的な損得や利益を越えた「もう一つの価値観J (オノレターナティヴな

生き方〉をどう育てるかが，マネーゲームの中で管理化され，荒廃した現在の

日本の教育を救う方法である。なるほど経済大国になった。 GNPは伸びた。

ODA額は世界一位となったo PKOにも協力している……。しかし I個人

として外国人からも尊敬される人」が日本にはまだまだ極めて少ないのである。

今からでも遅くはない，日本の教育にもこのような人間形成をめざして，積極

的に取り組んで行くべき時代が到来したのである。

いずれにせよ，欧米諸国で生まれた開発教育の理論をアジアの日本の教育に

au 
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そのまま当てはめるのは，無理な側面が多い。日本独自の開発教育の視点を構

築することが緊急に必要なのである。とりわけアジア(第三世界)唯一の先進

国日本で，欧米とは異なる開発教育が育つ歴史上の意義は大きL、。

開発教育がわが国にはじめて紹介されてから，すでに約20年が過ぎようとし

ているが，一向に定着しそうにない。その原因はどこにあるのか? 私の考え

では，日本の文化歴史的背景，とりわけアジア(第三世界〕で唯一の先進国で

あるという特殊な立場が，原因であると思う。すなわち同じ先進国から第三世

界に目を向けた視点で、も I欧米の先進国からの視点」と Iアジアの先進国

からの視点」ぼ異なるのである。つまり，日本の視点は「第三世界の中から第

三世界」を見なければいけないのに，背伸びをして欧米倶uから第三世界を見て

しまうのである。逆にこのような視点を生かし単なる欧米の模倣ではない，日

本独自の開発教育の定義や教材作成が出来ないだろうか。筆者の今後の研究課

題はこの点に存在する。
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